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研究キーワード

■取得学位 博士（農学）（神戸大学）　

■専門分野 農村計画学，ナレッジマネジメント，農業経営学

■現在の研究テーマ ・農業・農村におけるナレッジマネジメント理論の構築に関する研究
・伝統的農業システムの動的保全に関する研究	
・中山間地域の農業経営におけるカーボンクレジット導入モデルの検討

■所属学会 農村計画学会，地域農林経済学会，日本農業経済学会，環境情報科学センター，日本農業経営学会

ナレッジマネジメント，有機農業，GIAHS， 地域資源管理，在来品種

山口　創 准教授

YAMAGUCHI, So 所属…環境学部 環境学科
　　　大学院 環境経営研究科 環境学専攻　

■主な担当科目　　　　農村の持続的発展，都市の持続的発展
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■研究者略歴

2007（平成19）年 3月 神戸大学農学部食料生産環境工学科　卒業

2010（平成22）年 3月 神戸大学大学院農学研究科食料共生システム学専攻　博士課程前期課程修了

2011（平成23）年 4月 日本学術振興会特別研究員（DC2）（～2013年3月）

2013（平成25）年 3月 神戸大学大学院農学研究科食料共生システム学専攻　博士課程後期課程修了　博士（農学）

2013（平成25）年 4月 神戸大学大学院農学研究科附属食資源教育研究センター　特命助教

2017（平成29）年10月 公立鳥取環境大学環境学部環境学科　講師

2018（平成30）年 7月 公立鳥取環境大学大学院環境経営研究科環境学専攻  講師

2023（令和 5）年 4月 公立鳥取環境大学環境学部環境学科  准教授

2023（令和 5）年 4月 公立鳥取環境大学大学院環境経営研究科環境学専攻  准教授

■研究等活動
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【著書】
・山口創（2018）在来品種の特産化プロセスと活用に向けた方策―丹波黒，薦池大納言を事例に―，pp.83-93，地域固有性の発現によ
る農業・農村の創造（中塚雅也編著），筑波書房．

・山口創（2016）黒大豆栽培における知恵の継承と創造，pp74-87，エシカルな農業(伊藤一幸編著），誠文堂新光社．
【論文】
・山口創・髙田晋史・和佐大地・尾山郁人（2024）伝統的農業システムにおける農法の変化に関する研究，農林業問題研究，60（4），
150-158.

・橋本佳奈・山口創（2023）消費者の農業や農作物に対する関心とCSA加入意向に関する研究，環境情報科学論文集，37，98-103.      
・陣内綾・山口創（2021）大山頂上の自然保全活動における人材確保の実態と課題に関する一考察, 環境情報科学学術研究論文集, 35, 
292-297.

・山口創（2021）農村地域の文化的知識の継承活動における動機づけに関する研究ー鳥取県鳥取市S地区における民話の継承活動に着目
してー , 農業経済研究93（1）, pp.77-82. 

・山口創（2020）テキストマイニング の特徴と農村計画研究への導入，農村計画学会誌39（3），pp.294-297.
・山口創（2017）住民主体の自然資源の保全活動における知識管理の実態と関係主体の役割―あびき湿原の保全活動を事例として―，環
境情報科学学術研究論文集31，pp71-76.

・山口創 (2016) 農場実習における大学生の知識習得・意識変化に影響する要因の分析， 農業経済研究，88(3), pp. 345-349. 
・山口創・吉田康子 (2016) テキストマイニングを用いた農場実習における大学生の学習内容の把握，環境情報科学論文集 30, pp. 243-
248. 

・山口創 （2016）教育関係共同利用拠点制度における大学農場の農業実習教育の展開と課題. 農林業問題研究， 52, pp. 205-210.
・山口創（2015）在来品種の顕在化プロセスと展開課題，環境情報科学論文集29，pp.83-88.

 so-yama@kankyo-u.ac.jp

■社会貢献活動
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・第49.50回JA鳥取県大会審議委員会委員, 新温泉町総合計画審議会アドバイザー , 鳥取県都市計画審議会委員，市川町笠形地域づくり協
議会 ナレッジマネジメント支援


